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講義中の関根正行税理士
〔講義録〕
大学生のキャリア形成
―税理士の視点から―
関 根 正 行（長岡大学非常勤講師）
桂 信太郎（長岡大学准教授）
桂ゼミナールⅢ※
１．はじめに
本稿は、去る２００７年４月１９日に、長岡大学にご出講いただいた関根正行先生（税理士、長岡市出身）の講義を採
録したものである。長岡大学は、平成１８年度の文部科学省「現代 GP」における実践的総合キャリア教育の推進に
採択され、能力開発と専門学習の双方に対して、連携企業の専門実務家と担当教員が一体となった連携 FD（教育
開発）チームが準備し指導する「産学連携実践型キャリア開発」を実践している。本講座はこの経費支弁によりな
され、経営学や企業論を学び、就職活動を目前に控えた学生にとって有意義なものであったため、生涯学習センター
研究紀要に採録させていただいた。なお、本稿の文書化は桂ゼミ生の近藤麻奈美さんと小島正輝君が担当、編集お
よび校正は桂信太郎が担当した。
※２００７年度桂ゼミナールⅢ所属学生：小島正輝、小島真由子、近藤麻奈美、坂爪慎哉、清水将史、広田一明、松野勝義、渡
辺雅美、バヤンサン・バーサンジャブ
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２．経営者のイメージ
みなさんこんにちは。ただいま桂先生に紹介していただきました、税理士の関根正行と申します。先ほど紹介に
ありました通り私は、長岡市（旧栃尾市）の生まれです。今日は桂先生から何か講演してくださいと言うことでし
た。ここへくる途中にも「何を話そうか」ということばかり頭の中で考えておりまして、未だにまだはっきりと決
まってないような状態です。とりとめもない話になりましたら申し訳ございませんが、私のこれまでの経験・体験
を含めてお話させていただくことが、皆さんの学習の一助にでもなりましたならば幸いです。
まだ私は税理士事務所を開業したばかりで、顧問先がまだそんなに多いほうではないんですね。たくさんの会社
を見ていれば、だいたいピンとくるんですけれども、ひとついえるのは、なかなか会社の経営というのは厳しいと
いうことですね。
私は去年から、税理士業務の傍らで長岡大学において非常勤講師をしております。去年は２科目、今年は４月か
ら４科目の教鞭を執っています。
私が地元へ帰ってきて思ったのは、自分が長岡で生まれ育ったころとあまり変わらず、時間の流れがストップし
ているような感じがしました。先ほども桂先生からお話しがありましたように、私は中越高校を卒業してから、千
葉の大学に進学しました。その後大学院へ進学して卒業後、長岡に帰ってきましたが、非常に安堵感がありました。
都会の騒々しさの中から抜けられたという安堵感だったわけですが、それは逆に、地方ならではののんびりした感
覚が、都会の経験と比べて感覚的に時間がストップしていると感じるのかもしれないと思います。皆さんの中にも、
お父さんお母さんが会社をやっているとか、個人商店をやっていらっしゃる人がおられると思います。田舎だとそ
れなりに近所の付き合いが大切だろうし、冠婚葬祭に一生懸命になる、などのような「田舎の常識」があろうかと
思います。
私がこれまで実際接して見てきた社長さんたちは、総じて「仕事の職人」なんだと感じています。皆さんは、社
長さんというと、どのようなイメージをもっておられますか？皆さん。会社の社長さんとは、どういった立場の人
だと思いますか？
学 生：取締役などの、会社における重要な人物だと思います。
関根先生：はい、他にはどうですか？会社の社長さんというと、どんなイメージを持っていますか？
学 生：金持ちの人。
関根先生：金持ちですか。はい、他にはどうですか？会社の社長さんのイメージ。
学 生：忙しい人。
関根先生：忙しい。はい。他には？
学 生：イスに座って仕事するイメージです。
関根先生：イスに座って仕事するイメージですか。はい。そうですね。皆さんそのイメージ通りだと思いますよ。
私がお客さんのところ、顧問先さんのところへ行っても、社長さんは忙しくてなかなか会えないんです
よ。会社の大事な決算をやらなきゃいけない、こんな風になりましたよってお話しなきゃいけないのに
社長さんは忙しくて捕まらない。例えば「今日は現場に行かなきゃいけないから駄目だ。」という具合
です。本当は社長さんというのは、何もせずじっとしていても良いんですよ。社員に指示だけ出してれ
ばいい。会社の社長というのは、会社経営の全体の責任を負わなきゃいけない。社長さんは常にその責
任を感じながら仕事をしているわけです。
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当日の講義風景
私は税理士ですので、社長の役割とは何か、税務の立場から見てみます。会社の決算書は、会社の心臓部です。
商売とは、商品を仕入れてきて、それを第三者に売るわけですよね。売って儲けを出すわけです。しかしその儲け
の中には、電気代だったり、みんなが持っている携帯電話の代金だったり、そういった諸経費が含まれていますね。
従業員さんが居れば、給料払いますよね。社長さんだって給料をもらいますよね。ものすごく利益が出ていたら、
税金も取られますよね。それらをきちんと把握して、経営判断に生かすことが社長の大切な役割のひとつだと思う
わけです。
私は税理士の仕事を通じて社長さんたちを見ながら、いつも思うことがあります。それは、健康が何より大事だ
ということです。仕事を力いっぱいやって休むときは休む。これはすごく大事なことだと思います。会社の社長さ
んのイメージを先ほどお聞きしましたが、いつも休んでいるイメージとかゴルフばかりしているイメージを持つ人
がいらっしゃるのではないでしょうか。忙しく仕事をし、休むときにはしっかり休んで体調管理を怠らない。これ
が社長の大切な仕事のひとつではないかと思いますね。
３．簿記会計との出会い
私は千葉にある大学に行きましたが、そこで経理研究室という研究室へ出入りしました。その研究室は、学校の
サークルやクラブ活動とおなじように予算が決められて自由な活動を認められていました。「資格試験合格を目指
す人は大歓迎」という研究室でした。私共の学年は、最終的に大学４年を卒業した段階で１０人いましたけども、こ
こで僕はずっと勉強していました。わたしはここで大学に入ってから簿記会計を勉強したわけですね。本当は高校
からはじめたかったのですが、残念ながら私の通った中越高校にあった商業科が廃止されてしまったもので、簿記
の勉強ができなかったわけです。
この経理研究室の室長だった先生は、その大学の出身者だったわけですが、この夏から学長に就任されたそうで
す。たまたま東京のほうで仕事があったものですから、お祝いを言いに母校を訪ねたりしました。今でもその先生
とは連絡取り合ったりしています。年賀状を出したり、季節の挨拶を出したりしています。
ところで、簿記会計の資格取得のための勉強はいつしたかというと、当然大学の授業以外で勉強しました。授業
はこの大学のように６限目までありました。朝９時から始まって、夕方６時くらいまで、びっしり授業科目を取っ
ていました。しかし空き時間があったら、経理研究室に行って自分で勉強しました。１年生のときは、夕方６時半
くらいから８時くらいまで勉強しました。経理研究室の室長であるその先生が講義してくれることもあるのです
が、やっぱり忙しいので、１つ上の先輩が１年生を講義・指導してくれました。経理研究室に入ると室員として認
められるために、６月ないしは１１月の日商簿記検定試験までに、ものすごくハードな勉強を強いられます。「すぐ
に日商簿記２級を取りなさい」という感じです。入学してまもなく、まだ授業も始まったばかりで、ゴールデンウ
イークもない簿記の勉強ですよ。朝９時から始まって夕方５時まで研究室にかんづめ状態でした。検定試験の２週
間前になると、研究室に寝袋とか布団とか全部そろっていました。シャワー室もありましたので、学校へ泊り込ん
で勉強しました。
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食事は、夕方５時ころに自分達で買い出しへ行って、そこにはなぜかガスコンロや流し台が常設されていました
ので、自炊です。検定試験の朝は学校に泊まり、そこから会場へ行くわけです。朝早い人は５時ごろから起きて、
もう１回自分で勉強したことを確認しなおしている人もいれば、問題を解いている人もいました。
６月の検定試験は、入学してからわずか３ヶ月足らずで実施されます。３ヶ月足らずの間に日商簿記２級程度の
レベルまで勉強するわけです。日商２級には、商業簿記と工業簿記の両方が出題されますので、広い範囲をマスター
しなければならない。簿記会計の専門用語がチンプンカンプンで、とにかくこの言葉がでてきたらこういう仕訳を
すればいい、というような感覚で覚えて勉強していました。必死で勉強しまして、その検定試験に合格して、初め
て経理研究室の正室員になったんですね。
経理研究室の先輩たちは、また更に上位級を目指そうと、日商簿記検定の１級を取りたいとか税理士試験を受験
したいとか、一生懸命勉強しているんです。大学１年生が終わる１月には、大学とは別に夜間の専門学校へダブル
スクールで勉強しに行きました。私は日商簿記１級まで勉強して取得しました。この日商簿記検定試験というのは、
商業簿記、会計学、工業簿記、原価計算の４科目から出題されます。ものすごくレベルの高い勉強でした。
私は先ほども言いました専門学校へ、その年の１月から通いダブルスクールしました。昼間は大学の授業を受け、
夜は６時半くらいから９時くらいまで２時間半程度の簿記の勉強をしていました。私が大学３年の６月の日商簿記
検定で１級に合格しました。今でも覚えていますが、検定試験の前の日、緊張でまったく眠れませんでした。
不思議なもので、日商１級の検定試験を受けたいと思い、受験勉強を始めた頃から、やっと簿記の本質というの
が見えてきました。どうして借方と貸方を合わせなきゃいけないんだ、どうしてこんなことしなきゃいけないんだ、
というのがだんだん見えてきました。そう思ったら今度は簿記が楽しくなってきたんですね。たぶんその頃から自
分の気持ちが変化してきたと思うのです。目標の検定試験に受かるために、アルバイト、友達との付き合い、一切
その期間断ち切りました。夜、飲みに行くのもやめました。カラオケにいくのもやめました。ありとあらゆる誘惑
を自分の中で断ち切りました。朝８時から電卓たたいて勉強していました。その時の１日の勉強時間はたぶん１５時
間くらいだったと思います。それくらい自分は根詰めて勉強していました。それだけ私にとって重要な試験でし
た。大学へ行きながら専門学校も行き、お金が倍掛かっています。必死でした。
日商１級の検定試験が終わってから、その秋、大学３年生の秋から、また夜間の専門学校で、税理士試験の勉強
を始めました。税理士試験は１１科目あります。１１科目は、会計の科目と税法の科目に分かれます。会計の科目は２
つ、税法の科目が９つ。所得税、法人税、消費税、相続税、住民税、事業税、固定資産税、酒税。他に国税徴収法
ということでだいたい大きくまとめられているものが１つ。この９科目の内容を必要に応じて勉強しなければなり
ません。
私は大学院でも簿記の勉強を続け、学部時代から通算して３年目の冬に、税理士試験合格通知を受けました。そ
の当時、大学院の修士論文を書いていました。夕方ポストを見たら、試験結果の通知の封筒が入っていました。税
理士試験の合格通知書と言うのは、こうやって封筒を透かして見ると見えちゃうくらい、ものすごく薄い茶封筒で
す。その当時、私は５階建てビルの５階に住んでいまして、１階にポストがあるので取りに行って、こうやって封
筒を透かしたんです。そしたら「合格」と書いてありました。駆け足で５階まで階段をダーっと走っていってすぐ
に封筒を切りました。中を見ますと、ちゃんと簿記論も財務諸表論も合格の二文字が入っていました。
財務諸表論については、試験が終わった時点で、自分は絶対合格だと思いました。試験が終わったときに、自分
がどれだけ手ごたえがあるか、よくわかる科目です。しかし簿記論はあまり自信がなく、合格している確信はあり
ませんでした。その年自分が得意としていた科目が出題されたのは、非常にラッキーでした。その頃はちょうど日
本がアメリカの会計基準を取り入れようと動いている年でした。
大学院の修士論文も、１月末には出来上がりました。その後、短時間の間に就職活動し、職業安定所や大学の就
職室の求人を見たりしました。運よく４月から来てくださいという会計事務所・税理士事務所に入ることができま
した。私はそこで３年働くことになるわけです。
はずかしながら就職した当初は、何をやっていいのかさっぱりわからなかったですね。自分が簿記会計を学んで
きて、自信を持って就職したつもりだったのが全然役に立たない。実務とテキストがまったく違うんだ、というの
を初めて体験しました。
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自分がそのとき会社の仕事を始めて思ったのは「常に相手の立場を考えて行動することが重要」ということです。
例えば、お客さんのところへ行くとします。お客さんのところで、何をやっていいのかわからない状態で行っても
駄目なわけです。１年ぐらいは事務所の中で一生懸命他の先輩の手伝いをしました。
お客さんのところに行って先ず何が大事かといったら挨拶です。挨拶。雨が降ろうが、雪が降ろうが、晴れてい
ようが、挨拶だけは欠かさずにやってください。私はそれを守ってきました。それから新聞を読むことが重要です。
必ず仕事行く前にしたことは、時間を見つけて新聞を読むことです。新聞の一面と見出し。テレビ欄だけではダメ
ですよ。自分が社会から取り残されない為です。
４．財務諸表は会社経営の肝
会社の経営にとって最も重要な資料は決算書です。決算書の正式名称を知っていますか？正しくは財務諸表と言
います。財務諸表にはいろいろありますが、代表的な２つは貸借対照表、損益計算書です。これが会社経営にとっ
て一番大事な資料です。また、最近キャッシュフロー計算書も重視されています。会社はどうしても利益を出した
いものです。黒字倒産という言葉を聞いたことがありますか？貸借対照表や損益計算書からは、利益が出ていて儲
かっているように見えている会社も、実際にはキャッシュ、現金・預金がない為に倒産するケースがあります。こ
れを黒字倒産と言います。
会社が「お金が足りないから銀行からお金を借りたい」と考えると、必ず「決算書を出してください」と言われ
ます。例えば、皆さんが銀行員の立場で会社へ行って融資しようと考えたとします。しかし会社の決算書を見て赤
字だったらお金を貸しますか？貸しませんよね。
簿記を勉強していくと減価償却という概念が出てきます。これは何かと言うと、建物、机、イス、パソコンなど
の備品を、実際どれだけ価値が下がったか計算していく作業です。この机は５年くらい使えるかな、１年間使って
みてどのくらい価値が下がったのかな、ということを考えます。簿記会計では、減価償却という方法を使って、モ
ノの価値がどのくらい下がったかという見積もりの数値をだします。例えば、この机は５年間使用することができ
（耐用年数）、そして１０万円の値段で購入した（取得原価）と仮定しましょう。１０万円の机が５年間使用できるとし
たら、１年あたり２万円ずつ価値が下落するであろうと考えます。そしてこの２万円は、減価償却費として計上さ
れ、損益計算書という書類の費用の中に集約されていきます。
皆さんは将来、会社の社長さんになれる可能性をもっています。皆さんが能力を発揮できる可能性は皆さんの中
にあります。
皆さんがこれから大学で４年間勉強されて社会に出られてからは、「税金」が常に付きまといます。お給料をも
らったら所得税がついてきます。家を建てたら固定資産税がついてきます。市民だったら市民税を払います。商売
をしたら法人税、事業税、住民税を払います。お父さんがなくなりました、自分が相続をすると相続税。また、皆
さんに直接かかわるものでは贈与税があります。皆さんが１人暮らしをしていると仕送りしてもらいますよね？小
遣いを貰っている人もいるかもしれません。仕送りは親子間であっても、兄弟間であっても厳密に言うと贈与税の
対称です。しかし収入がなくて学校へ行きますという条件がついたことで、この税金は免除しましょうということ
になっています。ただし定められた金額はありません。免除の文言としては「社会通念上認められる額」という文
言しかありません。おもしろいですよね。
５．感謝の気持ちで日々を過ごすことが重要
皆さんがこうやって大学へ来て勉強できるのは誰のおかげでしょうか？親に大学に行かせて貰っているんだとい
うことを思いました。私の場合は、大学に加えて専門学校にもいかせてもらっていました。普通の人の倍くらいお
金がかかっていたと思います。私はいつも両親に感謝の気持ちでいっぱいです。両親に対して「ありがとう」とい
う言葉を言えるかどうかは別として、心のどこかに思っていないと４年間も無為に過ごすことになってはいけない
と感じます。常に自分で新しいものを発見する姿勢をもってください。
人間は学ぶことを止めると、どんどん脳が衰退していきます。この仕事をしていて一番大変なのは、税法が毎年
変わることです。学ぶことは絶対にやめてはいけません。自分が息を引き取るその瞬間まで何かを感じる、何かを
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熱心にメモを取る受講生
学ぶという姿勢が重要だと思います。いろいろ話は脱線しましたが、今日一番大切なこと、私が言いたかったこと
だと思います。だいたい時間になったと思います。以上で終わりにしたいと思います。ご清聴どうもありがとうご
ざいました。
桂 ：皆さんいかがでしたか？今、関根先生のお話を聞いていまして、私が思ったのは、挨拶が大事、新聞が
大切っていうのは私ずっと皆さんに言っていますよね？廊下で皆さんに会った時、私は必ず「こんにち
は」って声かけますよね。明るく「こんにちは」って返っている人もいるし、ぼそっと「こんにちは」っ
て返ってくる人もいますね。なにげないことだけどすごく社会に出てから重要です。会社の経営も「人
間がやること」ですので、数値データも重要ですが、そういった心の問題も重要なんだなと思いました
ね。先週の講義の最後にドラッカーのことを話したと思います。覚えてくれてると思うんですけど。努
力が大切、成し遂げる能力が重要、自らをマネジメントせよ、ということを、経営の秘訣のひとつとし
てドラッカーは言っています。
税理士の仕事について、最後に良かったらお話していただけないでしょうか。毎日をどのように過ご
されているのでしょうか。あと２分ですが（笑）。どうですか？
関根先生：あまり時間がないので申し訳ないです。簡単に申し上げますと税理士というのは税務にまつわる仕事を
します。会社の法人税の計算の元になる書類とその税額の計算をします。その為には、先ほどから申し
上げましたような簿記や会計が重要です。商品を仕入れました、商品を売りました、小さな消耗品を買
いました、現金を預金通帳の中に入れました…。これらを取引といいますが、そういった取り引き、一
つ一つの取り引きを総勘定元帳というものに記帳します。それを最終的に集約したのが、貸借対照表と
損益計算書です。決算書が作れなかったら税金の計算はできません。会社から帳簿を預かってきて帳簿
をチェックしたりしています。経営資源であるヒト、モノ、情報などと、お金を結びつける鍵が帳簿で
す。勉強すればするほど、非常におもしろいですよ。今日の話を、しっかりメモしておいてくださいね。
面白いレポートお待ちしています。お疲れ様でした。
桂 ：本日はお忙しい中、誠にありがとうございました。今後ともよろしくお願い申し上げます。
付記：関根正行先生には、ご多忙の中、本稿の最終校正へのご協力をいただきました。ここに記して感謝の意を表
します。
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